
㍉

，

r

さ

一

’

1

ト
．
弾，

和48年11月1日第192号（毎月1回1日発行1部20円）昭和36年1月13日第3種郵便物認

921NO

48

鐡

鍮
…

全日仏婦20回記念大会　あいさつされる大谷智子会長

一10月18日・品川のパシフィックホテルで

全日本仏教会財団法人

’‘　π一占の　　　　、乙　　　　、（
，

」ぞ
＝　一嘱



，
　
　
　
〕

’

全　　　　仏
第3種郵便物認可昭和48年11月1目

』
活
一
難
且
添
意
落
慶
茜

12

獅
P
日
i
1
6
日
、
慶
讃
法
要
」
磁

16

@
要
団
枷
難
名
が
渡
印

　
国
際
仏
教
興
隆
協
会
（
巌
谷
勝
雄
理
事
長
）

が
、
各
宗
派
・
諸
団
体
の
協
力
の
も
と
、
釈
尊

成
道
の
聖
地
、
イ
ン
ト
・
ブ
ダ
ガ
ヤ
に
建
設
中

で
あ
っ
た
イ
ン
ト
日
本
寺
の
本
堂
が
こ
の
ほ
ど

竣
工
し
、
来
る
十
二
月
一
日
に
入
仏
式
、
十
二

月
八
日
に
落
慶
式
が
執
り
行
わ
れ
る
。
そ
の
間

十
六
日
ま
で
連
日
、
現
地
で
落
成
慶
讃
法
要
が

盛
大
に
厳
修
さ
れ
る
。

　
こ
の
落
慶
法
要
の
た
め
、
各
種
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
法
要
仏
跡
巡
拝
団
を
組
織
し
、
法
要
期
間

の
一
日
を
受
け
持
っ
て
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
式
典
は
い
ず
れ
も
、
来
賓
並
び
に
在
印
各
国

寺
院
代
表
及
び
現
地
住
民
多
数
を
迎
え
、
大
塔

に
て
読
経
後
、
大
菩
提
会
前
広
場
よ
り
お
練
り

供
養
に
て
本
堂
前
に
至
り
、
開
堂
式
（
テ
ー
プ

カ
ン
ト
）
、
本
堂
内
に
お
け
る
法
要
、
正
面
階

段
に
て
記
念
撮
影
、
さ
ら
に
施
食
供
養
を
し
た

あ
と
会
館
に
戻
り
、
小
憩
後
、
祝
賀
会
を
催
し

て
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
く
に
十
二
月
八
日
の
落
慶
式
は
、
全
日
本

仏
教
会
の
担
当
で
、
佐
藤
泰
舜
会
長
（
永
平
寺

貫
首
）
大
導
師
の
も
と
曹
洞
宗
法
要
団
を
含
め

た
二
百
数
十
名
に
の
ぼ
る
法
要
団
員
が
参
列
、

イ
ン
ト
離
離
リ
ー
大
統
領
を
は
じ
め
来
賓
多
数

列
席
の
も
と
盛
儀
が
営
ま
れ
る
。

　
ブ
ダ
ガ
ヤ
に
は
、
す
で
に
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、

チ
ベ
！
ト
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
中
国
の
寺
院
が
建

立
さ
れ
て
お
り
、
日
本
寺
は
六
番
目
の
寺
院
で

あ
る
。
な
お
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ッ
キ

ム
も
用
地
を
取
得
し
、
寺
院
を
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
政
府
が
、

釈
尊
成
道
の
地
で
あ
る
ブ
ダ
ガ
ヤ
を
仏
教
の
聖

地
と
し
て
、
世
界
各
国
か
ら
の
参
拝
者
を
集
め

る
べ
く
、
　
「
国
際
仏
教
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の

都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
も
の
で
、
国
際
仏

教
興
隆
協
会
で
は
、
イ
ン
ト
政
府
の
厚
意
に
よ

り
、
土
地
約
六
千
坪
の
貸
与
を
受
け
、
昭
和
四

十
三
年
よ
り
建
設
に
着
手
し
、
昭
和
四
十
五
年

二
月
に
は
「
国
際
仏
教
会
館
」
を
完
成
し
て
い

る
。
ひ
き
つ
づ
き
「
本
堂
」
の
建
設
に
着
工
し

以
来
三
年
、
い
よ
い
よ
十
二
月
の
慶
事
を
迎
え

る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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・
全
第

　
「
会
館
」
は
、
和
風
を
加
味
し
た
洋
風
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
延
三
百
五
十
三
坪

の
も
の
で
、
宿
泊
施
設
と
し
て
洋
室
、
床
の
間

付
和
室
と
も
に
バ
ス
ト
イ
レ
付
き
で
七
十
五
名

収
容
、
一
階
に
は
会
議
室
兼
食
堂
、
厨
房
等
が

完
備
し
参
拝
客
の
便
に
供
す
る
と
と
も
に
、
仏

教
資
料
室
、
研
究
室
、
診
療
室
等
の
設
備
を
そ

な
え
て
い
る
。

日本寺落慶法要日程並びに担当法要団一覧

　
「
本
堂
」
は
、
十
一
宇
角
の
和
風
方
形
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
屋
根
は
ビ
ト
リ
ウ
ム
タ

イ
ル
張
り
で
、
高
さ
十
間
余
の
棟
に
は
金
箔
押

の
宝
珠
を
い
た
だ
き
、
軒
裏
組
物
を
有
し
、
二

重
基
壇
の
上
に
建
立
さ
れ
た
純
日
本
式
本
堂
で

あ
る
。

　
内
陣
正
面
に
は
御
本
尊
、
そ
の
左
右
に
各
宗

祖
像
を
安
置
し
、
外
陣
は
通
常
三
百
席
を
設
置
、

ま
た
五
百
名
の
会
議
場
と
し
て
も
使
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

　
法
要
団
も
こ
れ
ま
で
慶
事
の
た
び
に
繰
り
出

し
て
き
た
が
、
今
回
の
落
慶
式
に
は
、
そ
れ
を

は
る
か
に
上
回
る
十
六
団
体
、
約
八
百
名
余
の

僧
侶
、
仏
教
徒
が
渡
印
、
法
要
を
厳
修
す
る
わ

け
で
、
そ
の
盛
儀
は
全
仏
教
徒
の
よ
ろ
こ
び
で

あ
り
、
と
り
わ
け
永
年
苦
労
さ
れ
て
き
た
巌
谷

理
事
長
は
じ
め
関
係
老
に
は
一
段
と
大
き
な
感
、

激
で
あ
ろ
う
。

同
協
会
で
は
、
さ
ら
に
第
三
次
事
業
と
し
て

保
育
所
、
医
療
所
、
農
業
技
術
研
究
所
等
の
開

設
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
今
回
の

盛
儀
は
、
現
地
住
民
に
も
印
象
深
い
仏
縁
を
結

ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

法
要
月
日

時

式
　
　
典

担
当
宗
派
（
団
体
）

導
　
　
師

法
要
団
出
発
日
時

法
要
団
帰
国
日
時

団
　
　
長

人
数

12

獅
P
日

午
前
9
時

開
山
・
入
仏
式

国
際
仏
教
興
隆
協
会

巌
谷
勝
雄
師

11
獅
Q
6
日
・
1
2
時
3
0
分
羽
田
発

12
獅
P
1
日
・
2
1
時
3
0
分
羽
田
着福
永
龍
雲
師

50

ｼ

12

獅
Q
日

〃

落
成
慶
讃
法
要

墓
菖
宗
智
山
派

秋
山
祐
雅
量

㈹
1
1
月
2
3
日
・
1
2
時
3
5
分
羽
終
発
個
1
1
月
2
4
日
・
1
7
時
0
0
分
羽
田
発
12獅
T
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着
1
2
月
7
日
・
2
1
時
2
5
分
羽
田
着田
中
隆
恵
師

｝
5
・
名

12

獅
R
日

〃

〃

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

一
条
智
光
師

11
獅
Q
5
日
・
1
2
時
3
0
分
羽
田
発

12
獅
W
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着山
本
ス
ギ
氏

35

ｼ

12

獅
S
日

〃

〃

高
野
山
墓
言
宗

久
利
隆
弓
師

12
事
ﾚ
日
・
1
2
時
3
0
分
羽
田
発

12
獅
P
9
日
・
1
8
時
5
5
分
羽
田
着久
利
隆
温
言

50

ｼ

12

獅
T
日

〃

〃

真
宗
仏
光
寺
派

渋
谷
有
教
師

12
獅
P
日
・
1
2
時
3
0
分
羽
田
発

12
獅
Q
8
日
・
1
9
時
5
5
分
伊
丹
着没
谷
有
教
師

30

ｼ

12

獅
U
日

〃

〃

臨
済
宗
妙
心
寺
派

狭
間
定
義
師

11
獅
P
5
日
・
1
0
時
0
0
分
羽
田
発

12
獅
X
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着狭
間
定
義
師

50

ｼ

12

獅
V
日

〃

〃

浄
土
宗

稲
岡
覚
順
師

12
獅
P
日
・
1
2
時
3
0
分
羽
田
発

12
獅
P
9
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着藤
井
寛
野
師

50

ｼ

12獅
W
日
1
2
月
9
日

午
後
－
時
午
前
9
時

落
　
慶
　
式
落
成
豊
凶
法
要

全
日
本
仏
教
会
奈
良
隣
山
会

佐
藤
泰
只
言
大
野
可
円
師

12獅R
日
・
1
2
時
3
0
分
羽
田
発
灘
㎜
朋
鱒
難
舖
競
僧
◎
1
2
月
2
日
・
1
2
時
4
5
分
羽
田
発
1
1
月
2
7
日
・
1
2
時
4
5
分
伊
丹
発

12獅P6
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着
1
2
月
1
7
日
・
2
1
時
1
5
分
伊
丹
着
1
2
月
1
7
日
・
2
1
時
1
5
分
伊
丹
着
1
2
月
1
6
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着
1
2
月
1
3
日
・
2
1
時
1
5
分
伊
丹
着

麻
布
照
海
師
島
田
久
成
師
大
野
可
円
師

50ｼ珈
名
3
5
名

12
獅
P
0
日

〃

〃

墓
門
宗
豊
山
派

鳥
居
敬
塁
砦

11
獅
Q
9
日
・
1
2
時
4
5
分
羽
田
発

12
獅
P
2
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着浅
井
堅
教
師

40

ｼ

12
獅
P
1
日

〃

〃

日
蓮
宗

片
山
日
風
師

12
獅
W
日
・
1
2
時
4
5
分
羽
田
発

12
獅
Q
8
日
・
1
3
時
5
5
分
羽
田
着片
山
才
幹
師

40

ｼ

12
獅
P
2
日

〃

〃

天
台
宗

杉
谷
義
周
師

12
獅
W
日
・
1
2
時
4
5
分
羽
田
発

12
獅
Q
1
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着杉
谷
義
周
師

25

ｼ

12
獅
P
3
日

〃

〃

立
正
子
成
会

権
田
光
正
師

12
獅
Q
日
・
1
2
時
4
5
分
羽
田
発

12
獅
P
5
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着権
田
光
正
師

35

ｼ

12
獅
P
4
日

〃

〃

日
本
仏
教
保
育
協
会

古
屋
道
雄
師

12
獅
P
0
日
・
1
2
時
4
5
分
羽
田
発

12
獅
Q
1
日
・
2
2
時
4
0
分
羽
田
着古
屋
道
雄
師

30

ｼ

12
獅
P
5
日

〃

〃

東
京
都
仏
教
連
合
会

栗
本
俊
道
師

12
獅
P
0
日
・
1
5
時
0
0
分
羽
田
発

12
獅
Q
0
日
・
2
1
時
3
0
分
羽
田
着栗
本
俊
道
師

30

ｼ

12
獅
P
6
日

〃

〃

日
本
山
妙
法
寺
（
イ
ン
ド
）
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「
生
命
科
学
と
仏
教
」
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
、
二
、
三

回
を
終
え
て
反
省
や
思
い

を
残
す
こ
と
は
数
多
い
。

し
ば
し
ば
言
う
よ
う
に

「
生
命
」
は
定
義
す
る
こ

と
が
甚
だ
む
つ
か
し
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
抽
象
母
体
が
異
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
こ
か
ら
抽
き
出
さ
れ
て
来
る
概
念
も

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
異
な
n
、
て
来
る
筈
で
あ
る
。
従

来
仏
教
の
生
命
観
も
や
は
り
真
、
善
、
美
な
ど

と
同
様
、
形
而
上
的
な
概
念
を
主
と
す
る
も
の

で
、
科
学
の
対
象
と
し
て
い
る
生
物
の
属
性
と

し
て
の
生
命
と
は
可
成
異
っ
て
い
る
。
従
っ
て

生
物
の
老
化
、
死
に
つ
い
て
の
概
念
も
全
く
違

っ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
限
界
の
異
な
る
発

想
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
命
が
い
ず
れ

の
立
場
か
ら
し
て
も
、
ま
こ
と
に
尊
厳
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
吾
々
は
生
命
を
あ
ら
ゆ
る
立
場
か

ら
究
明
し
、
熟
視
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ

て
の
見
解

真

渓

義

貫

と
に
は
間
違
い
は
な
い
。
こ
の
企
画
を
採
用
し

た
理
由
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る

　
生
命
科
学
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
吾

々
は
生
命
現
象
が
多
元
的
な
諸
要
素
の
相
互
関

係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
仏
教

は
こ
の
諸
要
素
が
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
否

定
し
、
相
互
関
係
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
が
故
に
諸
要
素
そ
の
も
の
も
実
在
し

な
い
。
た
だ
「
空
」
の
み
が
存
在
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
絶
対
的
現
象
論
か

ら
絶
対
的
虚
無
論
を
展
開
す
る
思
考
は
、
必
ず

し
も
科
学
（
現
代
物
理
学
）
が
究
朋
し
つ
つ
あ

る
宇
宙
像
と
異
っ
て
は
い
な
い
。
否
、
寧
ろ
驚

く
ほ
ど
相
似
す
る
概
念
で
さ
え
あ
る
と
い
え

る
。
た
だ
こ
こ
で
肝
要
な
こ
と
は
、
そ
う
で
あ

れ
ば
こ
そ
仏
教
の
観
念
論
的
な
概
念
に
科
学
的

知
見
や
実
験
を
摂
販
す
る
こ
と
が
新
し
い
時
代

へ
の
仏
教
的
展
開
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
哲
学
や
宗
教
が
、
生

命
・
生
と
死
、
そ
し
て
未
来
観
に
答
え
て
来
た

解
答
は
今
や
音
を
立
て
て
崩
れ
去
ろ
う
と
し
て

い
る
し
、
科
学
の
世
界
に
お
い
て
す
ら
「
生
命
」

に
対
す
る
母
体
が
時
代
と
共
に
騰
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
仏
教
の
生
命
観
が
従
来
の

ま
ま
で
通
用
す
る
筈
は
な
い
。
果
し
て
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
新
し
い
仏
教
の
生
命
観
の
た
め

に
役
立
つ
こ
と
が
出
来
た
か
ど
う
か
、
こ
れ
は

今
後
に
待
つ
以
外
は
な
い
。
ま
た
一
方
、
仏
教

的
思
考
が
他
の
生
物
と
区
別
さ
れ
る
人
間
の
特

に
そ
の
精
神
活
動
の
解
明
に
益
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
も
同
様
で
あ
る
。

　
只
、
こ
の
意
味
で
甚
だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、

生
命
科
学
か
ら
す
る
生
命
現
象
の
A
B
C
は
あ
，

る
程
度
学
習
し
得
た
が
、
生
命
の
起
源
に
関
す

る
解
朋
を
欠
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
キ
リ

ス
ト
教
は
、
超
自
然
的
な
も
の
と
し
て
、
即
ち

神
様
の
創
造
し
た
も
の
と
は
っ
き
り
割
り
切
っ

て
い
る
が
、
仏
教
は
こ
れ
を
ど
う
見
る
の
か
。

科
学
者
側
の
説
明
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
仏
教

側
か
ら
の
問
題
提
起
を
欠
い
た
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。
従
来
こ
の
閤
題
に
対
し
て
大
別
す
る
と

三
つ
の
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
は

神
様
の
創
造
し
た
も
の
と
す
る
も
の
。
第
二
は

地
球
外
の
宇
宙
か
ら
生
命
の
種
子
が
地
球
に
降

っ
て
来
た
と
す
る
も
の
。
第
三
は
、
原
始
地
球

上
の
無
機
物
か
ら
次
々
と
生
物
に
必
要
な
有
機

化
合
物
が
自
然
界
で
作
ら
れ
て
い
っ
て
発
生
し

た
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
で
は
一
体
、

こ
の
中
の
ど
れ
を
採
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

人
身
受
け
難
し
、
今
既
に
こ
れ
を
厭
く
。
こ
の

こ
と
は
や
は
り
諸
処
因
縁
と
解
す
る
と
き
、
生

命
の
起
源
も
亦
、
諸
処
因
縁
と
解
す
る
な
ら
、

ど
う
も
第
三
の
考
え
力
の
範
時
に
入
り
そ
う
で

あ
る
。
と
い
っ
て
も
こ
れ
は
余
り
に
も
飛
躍
的

な
論
理
だ
と
の
非
難
は
免
れ
な
い
が
、
こ
の
こ

と
は
後
で
進
化
論
を
薫
り
扱
う
際
触
れ
る
こ
と

と
す
る
。

　
と
も
あ
れ
第
一
の
生
命
は
神
の
創
造
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
は
、
今
や
科
学
的
知
覚
の
批
判

に
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
閤
題
外
と

し
て
も
、
第
二
の
宇
宙
の
ど
こ
か
ら
か
種
子
が

飛
ん
で
来
た
と
す
る
説
、
例
え
ば
ア
レ
ニ
ウ
ム

の
宇
宙
胚
子
説
は
、
今
で
も
皿
石
の
分
析
に
よ

っ
て
生
命
に
必
要
な
有
機
分
が
含
有
し
て
い
た

と
い
う
証
朋
で
、
こ
れ
を
裏
付
け
よ
う
と
す
る

学
説
も
絶
え
な
い
。
し
か
し
仮
り
に
、
他
の
天

体
に
生
命
が
存
在
す
る
と
し
て
も
依
然
生
命
の

起
源
そ
の
も
の
の
解
明
に
は
な
ら
な
い
。
最
後

の
原
始
地
球
の
地
表
に
存
在
し
た
物
質
の
相
互

反
応
の
末
に
、
遂
に
あ
る
日
あ
る
時
あ
る
場
所

で
生
命
が
発
生
し
た
と
す
る
議
論
は
、
原
始
地

球
の
地
表
と
同
じ
条
件
を
想
像
し
て
色
々
な
実

験
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
命
の
起
源
を
解
明

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
地
球
が

誕
生
し
て
か
ら
四
十
五
億
年
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
閻
に
起
っ
た
化
学
変
化
を
順
を
追
っ
て
実

験
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
何
故
な

ら
地
球
の
歴
史
は
数
十
億
年
も
続
い
て
い
る
の

に
、
人
間
の
歴
史
は
僅
か
に
百
万
年
に
し
か
過

ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
一
つ
可
能
な
こ
と
は
、
人
間

に
よ
る
想
像
力
で
あ
る
。
即
ち
四
十
五
億
年
前

の
原
始
地
球
の
大
気
の
化
学
組
成
を
色
々
な
計

算
で
は
じ
き
出
す
と
、
窒
素
と
二
酸
化
炭
素
を

を
主
成
分
と
し
、
水
蒸
気
、
メ
タ
ン
、
ア
ン
モ

ニ
ヤ
、
リ
ン
化
水
素
と
少
量
の
水
素
で
あ
っ
た

と
想
定
す
る
。
そ
し
て
一
九
五
五
年
ア
メ
リ
カ

の
ミ
ラ
ー
は
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ
ン
と

水
蒸
気
を
含
む
気
体
中
で
放
電
を
続
け
る
実
験

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
数
多
く
の
有
機
化
合

物
の
生
じ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
最
も
多
量
に

生
じ
た
の
は
、
生
命
体
に
一
番
必
要
な
ア
ミ
ノ

酸
だ
っ
た
。
地
球
が
安
定
し
た
形
と
な
っ
た
二

十
億
年
昔
の
大
気
組
成
が
、
ミ
ラ
ー
の
実
験
に
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用
い
た
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
化
学
反
応
が
生
じ
て
各
種
の
有
機
物

が
、
海
や
池
に
流
れ
て
溜
っ
た
と
想
像
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
ミ
ラ
ー
の
実
験
に
刺
激

さ
れ
、
核
酸
の
成
分
の
一
つ
で
あ
る
ピ
リ
ミ
ジ

ン
を
生
じ
た
実
験
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
も
阪
大
の
今
堀
教
授
は
数
年
前
か
ら

実
験
を
ス
タ
ー
ト
し
昭
和
四
十
六
年
末
そ
の
結

果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ミ
ラ
ー
の

実
験
は
、
生
成
物
質
を
一
週
間
放
置
し
た
た
め

反
応
が
盛
ん
に
進
ん
で
最
終
的
安
定
物
質
と
し

て
ア
ミ
ノ
酸
を
は
じ
め
と
す
る
有
機
物
質
を
得

た
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
出
来
た
不
安
定
物
質

は
何
で
あ
っ
て
、
し
か
も
時
間
と
共
に
ど
の
よ

う
に
変
化
を
辿
る
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
今
堀
教
授
の
実
験
に
よ
っ
て

最
初
の
不
安
定
物
質
は
炭
素
の
三
重
結
合
を
骨

格
と
す
る
青
酸
で
あ
る
こ
と
が
判
朋
、
更
に
こ

の
物
質
か
ら
大
分
子
だ
け
を
取
り
出
す
と
、
残

っ
た
物
質
は
ジ
シ
ア
ン
ジ
ア
マ
イ
ー
ド
と
称
す

る
物
質
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
物
質
は
ア
ミ

ノ
酸
を
結
合
さ
せ
て
蛋
白
質
を
作
る
反
応
を
促

進
さ
せ
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
発
見
は
生
命
の
起
源
を
探
る
の
に
極

め
て
重
要
な
価
値
を
有
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
ミ
ラ
ー
実
験
を
活
用
し
て
．

色
々
な
下
府
を
こ
ら
す
と
、
生
命
に
必
要
な
素

材
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
、
更
に
核
酸
に
ま
で
な
る

プ
リ
ン
、
ピ
リ
ミ
ジ
ン
な
ど
を
生
じ
た
こ
と
は

生
命
発
生
の
第
一
歩
を
把
ん
だ
と
い
え
る
。
と

も
か
く
も
四
十
五
億
年
前
に
出
来
上
っ
た
地
球

に
、
十
億
年
の
歳
月
を
か
け
て
大
陸
が
形
成
さ

れ
、
こ
の
大
陸
上
の
諸
条
件
下
で
、
生
命
に
必

要
な
有
機
物
質
が
次
々
と
無
機
物
か
ら
生
じ
て

き
た
こ
と
は
疑
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
物
体
を
形
成
す
る
た

め
の
素
材
が
揃
っ
て
来
た
と
き
、
そ
れ
で
は
一

体
ど
う
し
て
生
命
の
誕
生
の
道
を
歩
む
の
で
あ

ろ
う
か
。
一
九
三
〇
年
頃
、
英
国
の
生
物
学
者

ホ
ー
ル
デ
ン
は
、
水
際
の
湿
っ
た
土
に
蛋
白
質

や
酸
な
ど
が
集
ま
っ
て
生
命
ら
し
い
も
の
が
生

ま
れ
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
一
九
五
〇
年
頃
、

有
名
な
結
晶
学
者
バ
ナ
ー
ル
（
英
国
）
は
、
そ

の
土
は
単
な
る
土
で
は
な
く
粘
土
で
あ
る
と
言

う
。
粘
土
は
微
粒
の
鉱
物
結
晶
で
あ
り
、
表
面
は

カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
多
く
吸
着
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
生
物
の
細
胞
中
に
カ
リ
ウ
ム
が

集
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
裏
付
で
あ
る
と
す
る

ま
た
同
じ
く
英
国
の
生
物
学
者
プ
リ
ン
グ
ル
は

生
命
は
海
底
で
生
ま
れ
た
と
説
明
し
た
が
、
こ

れ
は
原
始
地
球
の
酸
素
を
前
提
と
し
た
説
で
あ

っ
た
た
め
現
在
は
麦
持
を
失
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ロ
シ
ヤ
の
生
化
学
者
オ
パ
ー
リ
ン
は
一

九
二
四
年
に
、
太
古
の
海
中
に
生
じ
た
コ
ア
セ

ル
ベ
ー
ト
が
生
命
の
始
り
で
あ
る
と
提
唱
、
さ

ら
に
バ
ナ
ー
ル
は
、
池
の
中
で
一
方
か
ら
流
れ

こ
む
物
質
が
順
次
化
学
変
化
を
受
け
つ
つ
他
方

に
流
れ
、
こ
れ
に
次
々
と
別
の
反
応
が
側
面
か

ら
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
後
に
は
反
応
の

相
互
の
連
絡
が
一
個
の
環
を
形
成
し
て
自
己
調

節
の
作
用
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の

よ
う
な
反
応
の
列
を
作
る
た
め
に
は
コ
ア
セ
ル

ベ
ー
ト
よ
り
も
広
さ
を
必
要
と
す
る
た
め
、
池

の
よ
う
な
も
の
が
適
当
だ
と
主
張
し
て
い
る

が
、
オ
パ
ー
リ
ン
の
コ
ア
セ
ル
ベ
ー
ト
説
、
バ

ナ
ー
ル
の
池
中
で
の
流
れ
に
よ
る
反
応
は
、
最

近
の
科
学
者
に
よ
っ
て
か
な
り
強
く
支
持
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
生
命
の
起
源

に
つ
い
て
は
諸
説
入
り
乱
れ
て
い
て
、
決
定
的

な
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
さ
き

に
の
べ
た
よ
う
に
四
十
五
億
年
と
い
う
地
球
の

歴
史
を
そ
の
ま
ま
に
実
験
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
諸
説
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
最
終

回
の
講
師
野
田
教
授
の
見
解
を
紹
介
し
て
読
者

の
参
考
に
資
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
野
田
教
授
は
「
生
命
の
発
生
は
次
の
よ
う
な

段
階
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
e
単

純
な
有
機
化
合
物
、
た
と
え
ば
大
気
や
海
の
中

の
メ
タ
ン
（
ま
た
は
二
酸
化
炭
素
）
、
ア
ン
モ

ニ
ヤ
、
水
を
原
料
と
し
、
紫
外
線
、
放
電
に
よ

っ
て
ア
ミ
ノ
酸
、
糖
が
作
ら
れ
、
海
や
池
に
留

る
。
⇔
海
や
池
で
有
機
物
が
、
日
光
の
紫
外
線

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
周
囲
の
有
機
物
を
妄

り
込
み
、
生
物
体
の
材
料
と
し
て
の
化
合
物
を

作
る
反
応
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
簡
単
な
化
合

物
、
重
合
体
も
作
ら
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
、
核
酸

多
糖
類
な
ど
が
生
ず
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の

反
応
相
互
間
に
有
機
的
連
関
が
生
ず
る
。
⇔
相

互
関
係
に
あ
る
一
連
の
反
応
が
空
間
的
に
纒
っ

て
、
外
界
と
の
区
分
を
作
る
。
空
間
的
に
限
定

さ
れ
た
区
域
を
占
め
る
場
合
、
個
数
で
数
え
得

る
一
個
の
個
体
、
さ
ら
に
こ
れ
が
分
裂
に
よ
る

増
殖
も
可
能
と
な
る
。
而
し
て
こ
の
個
体
は
周

囲
か
ら
販
入
れ
た
物
質
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
獲
得
す
る
発
酵
の
如
き
現
象
も
出
現
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
生
き
る
の
に
必
要
な
化
学
反
応
が
種
々
の

部
分
に
よ
っ
て
受
け
持
た
れ
て
来
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
核
タ
ン
パ
ク
質
も
生
じ
、
そ
の
分
裂
に

よ
っ
て
遺
伝
現
象
も
現
わ
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う

し
、
太
陽
の
光
を
媒
介
と
し
て
二
酸
化
炭
素
か

ら
糖
類
を
作
る
光
合
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
大
気
に
酸
素
が
集
積
し
、
呼
吸
形
成
の

生
物
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
核

酸
が
蛋
白
質
の
行
動
を
指
導
し
て
い
た
と
考
え

る
場
合
、
核
酸
と
蛋
白
質
の
複
合
体
が
染
色
体

の
先
祖
と
し
て
の
行
動
を
始
め
る
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

　
㈲
第
四
の
段
階
で
は
原
始
的
な
細
胞
が
で
き

る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
細
胞
が
完
全

な
も
の
と
な
り
、
器
官
も
揃
っ
て
来
る
と
、
植

物
細
胞
と
動
物
細
胞
に
分
か
れ
る
に
し
て
も
、

細
胞
は
集
合
し
て
多
細
胞
生
物
を
作
り
、
こ
れ

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に
従
っ
て
分
化
す
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
約
二
十
億
年
昔
に
完
成

し
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る
」
。

　
以
上
が
野
田
教
授
ほ
か
、
現
代
の
分
子
生
物

学
者
の
大
体
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
。
さ
て
こ

こ
で
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
生
物
が
生
じ
る
た

め
に
必
要
な
物
質
が
原
始
の
地
球
上
で
合
成
さ

れ
、
細
胞
の
形
を
と
っ
て
生
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
の
経
過
は
、
ま
だ
ま
だ
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
が
あ
る
に
し
て
も
一
応
解
明
さ
れ
た
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
化
学
反
応
が
自
然
界
で
展
開
さ

れ
る
必
然
性
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば

た
だ
そ
う
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
生
命
と
は
何
か
を
語
る
た
め
の
一
定
の
限

界
内
の
問
題
に
止
ま
ぎ
る
を
得
な
い
。
こ
ζ
に

吾
々
は
仏
教
や
哲
学
が
参
劃
し
て
哲
学
的
基
礎

を
見
出
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

「5胴

、
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参
院
選

全
野
の
推
薦
候
補

加
盟
団
体
の
申
請
受
付

　
明
年
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
十
回
参
議

院
議
員
選
挙
施
行
に
あ
た
り
、
全
日
本
仏
教
会

で
は
本
会
推
薦
侯
補
を
決
め
、
公
選
法
に
基
ず

く
支
援
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め
、
加
盟
諸

団
体
に
推
薦
方
申
出
の
受
け
付
け
を
始
め
た
。

○
本
会
加
盟
の
宗
派
・
県
仏
・
各
種
団
体
で
支

　
持
す
る
僧
侶
、
仏
教
外
獲
者
、
も
し
く
は
そ

　
の
可
能
性
あ
る
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
機

　
関
決
定
の
う
え
、
推
薦
状
を
交
附
す
る
。

○
所
定
の
申
請
用
紙
（
全
野
に
あ
る
）
に
諸
項

　
記
載
の
う
え
、
写
真
一
葉
を
添
付
し
て
申
請

　
す
る
。

○
第
一
次
締
切
日
昭
和
4
8
年
1
1
月
7
日

　
第
二
次
締
切
日
昭
和
4
8
年
1
2
月
3
1
日

○
推
薦
の
決
定
は
本
会
に
一
任
、
通
知
は
申
請

　
団
体
及
び
立
候
補
予
定
本
人
に
そ
れ
ぞ
れ
通

知
し
、
適
当
な
時
期
に
本
誌
上
に
発
表
し
、

　
支
援
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

U
O
O
∩
》
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
◎
0
0
0
0
0
◎
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
（
U
O
O
O
O
O
O
O
O
O
（

浅草寺の五重塔が完成

セイロンから仏舎利を奉安

にぎやかに記念大法要

　
戦
災
に
よ
り
焼
失

し
た
浅
草
寺
の
五
重

塔
の
再
建
工
事
が
こ

の
ほ
ど
完
了
し
、
二

十
八
年
ぶ
り
に
、
そ

の
美
し
い
偉
容
を
下

町
浅
草
に
再
現
し

た
。　
浅
草
寺
で
は
、
こ

の
好
因
縁
を
迎
え
、

十
一
月
二
日
（
金
）

午
後
二
時
よ
り
、
ス

リ
ラ
ン
カ
国
イ
ス
ル

ム
ニ
や
寺
院
か
ら
拝

受
の
仏
舎
利
を
五
重

塔
に
奉
安
す
る
法
要

を
営
み
、
十
五
日
に

至
る
ま
で
完
成
記
念
大
法
要
が
続
け
ら
れ
る
。

　
落
慶
法
要
は
、
一
日
－
仏
舎
利
遷
座
法
要
（
夜

儀
）
万
灯
供
養
、
二
日
一
仏
舎
利
奉
安
法
要

（
開
白
）
百
体
観
音
開
眼
法
要
、
霊
牌
安
置
供

養
、
六
日
！
あ
か
の
井
奉
納
式
、
七
日
－
誕
生

仏
奉
納
式
、
お
茶
湯
功
徳
日
、
八
日
－
世
界
平

和
祈
願
法
要
、
お
稚
児
練
り
供
養
、
十
五
日
一

関
係
役
員
物
故
者
慰
霊
法
要
（
結
願
）
お
稚
児

練
供
養
、
お
献
茶
、
三
日
～
十
二
日
一
寄
進
者

参
拝
日
（
永
代
供
養
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
慶
讃
行
事
と
し
て
、
秋
田
竿
灯
供
養
（
一
日
）

白
鷺
の
舞
上
演
（
三
日
）
金
主
の
愚
論
演
、
奉

讃
時
代
パ
レ
ー
ド
、
お
い
ら
ん
道
中
シ
ョ
ー
（
以

上
四
日
）
ほ
か
連
日
の
よ
う
に
歓
び
の
歌
O
え

茶
会
等
の
催
し
が
賑
や
か
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
。

でき上がった浅草寺の五重塔

　
池
上
本
門
寺
大
会
の
四
仏
代
表
者
会
議

に
お
い
て
、
全
仏
誌
を
県
仏
・
宗
派
・
各

種
団
体
等
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
内
容

充
実
す
る
よ
う
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
務
総
局
と
し
て
も
、
よ
り
良
い
実
の

あ
る
機
関
紙
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
人
員
、
予
算
を
も

っ
て
し
て
は
取
材
等
も
思
う
に
ま
か
せ
な

い
の
が
現
状
で
す
。

皆
さ
ん
の

寄
稿
歓
迎

短
信
で
も
ど
う
ぞ

　
こ
の
点
を
益
賢
察
い
た
だ
き
、
貴
宗
（
二

仏
・
団
体
）
で
の
活
動
情
況
－
仏
教
徒
大

㍉
描
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

会
、
講
習
会
、
海
外
親
善
使
節
団
派
遣
、

そ
の
他
の
催
し
一
、
あ
る
い
は
問
題
提
起
、

随
筆
等
を
御
寄
稿
も
し
く
は
お
知
ら
せ
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
号
、
前
月
の
二
十
日
が
原
稿
締
切
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
位
の
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
機
関
紙
「
全
仏
」
担
当
－
国
際
文
化
局

『6，

「　　　　　　o凸’　臨唯　　　，　「㌔や耳

、

嚇｝　く
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全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

第
二
十
回
記
念
大
会

　
去
る
十
月
十
八
日
、
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

第
二
十
回
記
念
大
会
が
東
京
品
川
の
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
全
日
本

仏
教
婦
人
連
盟
は
、
昭
和
二
十
九
年
の
第
二
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
永
平
寺
大
会
に
お
い
て
結

成
さ
れ
、
以
来
着
実
な
歩
み
を
続
け
、
こ
こ
に

第
二
十
回
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
会
場
に
は
大
谷
智
子
会
長
、
岡
野
貴
美
子

副
会
長
、
山
本
ス
ギ
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
て

来
賓
、
会
員
、
百
名
工
が
参
集
し
、
な
か
な
か
の

盛
会
で
あ
っ
た
。

　
大
会
は
ま
ず
三
帰
依
文
の
唱
和
に
は
じ
ま
り

全
日
仏
婦
結
成
二
十
年
を
記
念
し
て
の
法
要
が

と
り
行
わ
れ
た
。
引
き
続
き
北
川
教
壇
師
導
師

の
も
と
、
全
日
仏
婦
の
発
展
に
力
の
あ
っ
た
諸

先
徳
、
会
員
の
物
故
者
の
追
悼
法
要
が
厳
修
さ

れ
、
お
ご
そ
か
な
読
経
の
も
と
、
遺
族
の
方
々

が
献
華
し
、
故
人
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
こ
の
後
、
大
谷
智
子
会
長
、
岡
野
貴
美
子
副

会
長
の
御
法
話
が
あ
り
、
大
谷
会
長
は
「
現
代

社
会
の
現
状
を
見
る
に
つ
け
、
仏
の
慈
悲
に
照

ら
さ
れ
御
教
を
仰
い
で
ゆ
け
る
身
の
幸
を
感
じ

宗
派
を
こ
え
て
手
を
と
り
あ
っ
て
生
き
て
ゆ
き
、

た
い
。
こ
の
二
十
年
を
区
切
り
に
、
全
日
仏
婦

が
更
に
強
く
団
結
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

祈
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
岡
野
副
会
長
も
、

「
混
迷
す
る
現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
仏
婦

の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
菩
薩

行
の
実
践
を
通
し
て
世
の
た
め
に
尽
し
て
ほ
し

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
仏
婦
に
励
ま
し
の
言
葉
を
お

く
ら
れ
た
。
続
い
て
山
本
理
事
長
が
挨
拶
に
た

ち
、
全
日
仏
婦
結
成
の
経
緯
等
に
つ
い
て
述

べ
、
現
代
の
仏
婦
の
あ
り
方
を
更
に
真
剣
に
問

い
直
し
、
仏
教
婦
人
と
し
て
の
生
活
の
実
践
に

励
み
た
い
と
力
強
く
結
ん
だ
。

　
第
二
部
の
午
餐
会
は
、
鱒
淵
全
仏
総
務
局
長

の
音
頭
に
よ
り
、
全
日
仏
婦
結
成
二
十
年
を
祝

い
、
更
に
は
今
後
の
発
展
を
祈
っ
て
全
員
で
乾

杯
。
続
い
て
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
、
孝
道
山

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
全
国
大
会
の

記
録
映
画
の
上
映
、
こ
の
度
の
イ
ン
ド
日
本
寺

落
慶
法
要
に
参
加
さ
れ
る
会
員
の
紹
介
等
が
行

わ
れ
、
和
気
愛
々
の
雰
囲
気
の
う
ち
に
午
後
三

時
半
、
散
会
し
た
。

…
教
講
師
表
彰
…

　
財
団
法
人
全
国
教
講
師
連
盟
（
総
裁
大
谷
光

照
狸
下
）
主
催
、
法
務
省
協
賛
に
よ
る
第
八
回

教
誇
事
業
指
導
者
養
成
訓
練
が
、
十
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
た
が
、
最
終
日
に
法

務
省
に
お
い
て
、
永
年
教
講
事
業
に
功
績
の
あ

っ
た
人
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
仏
教
関
係
者
は
次
の
と
お
り
。
　
（
敬
称
略
）

法
務
大
臣
感
謝
状

　
小
峰
順
誉
（
真
言
宗
智
山
派
）
坂
野
康
顕
（
浄

　
土
宗
）
清
田
円
昭
（
真
宗
本
願
寺
派
）
光
山

　
善
雄
（
真
宗
本
願
寺
派
）
伊
藤
友
情
（
日
蓮

　
宗
）
高
橋
謄
勇
（
西
山
禅
林
寺
派
）
木
下
孝

　
瑞
（
浄
土
宗
）
谷
川
義
昭
（
真
宗
本
願
寺
派
）

　
西
崎
憲
雄
（
真
宗
本
願
寺
派
）
佐
久
間
尚
孝

　
（
曹
洞
宗
）

全
国
更
正
保
護
大
会

仏
教
関
係
者
大
臣
表
彰
受
け
る

　
第
二
十
一
回
全
国
更
正
保
護
大
会
が
、
十
月

二
十
四
、
五
日
、
広
島
市
で
開
か
れ
た
が
、
式

典
に
お
い
て
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
仏
教

関
係
者
も
多
数
受
彰
さ
れ
た
。

　
判
明
せ
る
受
彰
者
は
次
の
各
氏
（
敬
称
略
）

法
務
大
臣
表
彰

　
村
上
博
了
、
由
木
義
紹
、
山
口
俊
定
、
貴
田

　
徹
善
、
本
田
行
動
、
竹
尾
真
善
、
山
崎
博
栄

　
（
以
上
浄
土
宗
）
小
野
嶋
元
雄
、
勝
田
宗
雄

　
高
柳
亮
然
、
堂
谷
哲
雄
、
鎌
田
憲
栄
、
萩
原

　
善
修
、
那
須
徹
乗
（
以
上
浄
土
真
宗
本
願
寺

　
派
）
加
藤
量
晃
（
真
言
宗
豊
山
派
）
長
与
昌

　
憲
（
真
言
宗
智
山
派
）
山
崎
信
隆
（
曹
洞
宗
）

　
室
矢
日
芳
（
日
蓮
宗
）

事
務
総
局
人
事

樹
糠
油
宣
（
総
務
局
財
務
主
事
）

昭
和
4
8
年
9
月
3
0
日
付
退
職

全
仏
輪
袈
裟

お寺に仏語をかかげよう
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
￥
一
、
二
〇
〇
円

大たて150C一よこ247C￥4，500円　小　70C－100C￥1，500円
中　　　90C－　　135C　￥3，000円　　手旗　35C－50C　￥　800円
　　　　　　別染製　　堅牢　　（全日本仏教会制定意匠登録済）

　　各地野仏教会でまとめて御注文の際は価格の御相談に応じます。

会教仏者

電話03・843・6341～3

財団法人　全　日

111東京都台東区西浅草1－5－5
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「
全
一
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」

　
　
　
　
…
前
史
や
年
表
、
加
盟
…

　
　
　
　
…
団
体
名
簿
な
ど
収
録
…

　
全
仏
が
発
足
以
来
、
数
え
の
二
十
年
を
迎
え

た
の
を
記
念
し
て
、
各
種
の
行
事
を
執
り
行
な

い
、
決
意
を
新
た
に
目
的
の
達
成
に
遭
翻
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
過
去
二
十
年
の
足
跡
を
顧

み
て
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

こ
の
「
置
旧
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
す
る
小

誌
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
全
仏
前
史
、
年
表
（
昭
和
二
十
八

年
～
昭
和
四
十
八
年
）
、
全
日
本
仏
教
徒
会
議

（
第
一
回
～
第
二
十
一
回
）
の
記
録
、
世
界
仏

教
徒
会
議
（
第
一
回
～
第
十
回
）
の
記
録
、
歴

代
役
職
員
名
簿
、
座
談
会
「
全
仏
二
十
年
の
あ

ゆ
み
」
　
（
出
席
老
－
友
松
円
諦
、
山
本
ス
ギ
、

栗
本
俊
道
、
河
和
田
唯
賢
、
真
渓
義
貫
、
麻
布

照
海
）
、
全
仏
の
思
い
出
（
十
三
氏
寄
稿
）
、

付
録
と
し
て
加
盟
団
体
名
簿
、
役
員
名
簿
を
載

せ
て
い
る
。

　
B
五
版
、
九
十
六
頁
の
も
の
で
、
希
望
者
に

は
実
費
六
百
円
で
頒
布
し
て
い
る
。

　
照
会
は
全
仏
組
織
局
あ
て
に
願
い
ま
す
。

榊
1

輔
1

輔㎜

昭
和
四
十
九
年
版

仏
教
徒
手
帳

申
込
み
受
付
中

　
　
全
壊
総
務
局
で
は
、
毎
年
御
好
評
を
い

酬
た
だ
い
て
お
り
ま
す
仏
教
徒
必
携
「
四
仏

9
手
帳
」
を
左
記
要
領
に
て
発
行
致
し
ま
す

閣
部
数
に
限
り
が
揮
い
ま
す
の
で
御
注

、
文
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

内
　
容

串出定
込来
先日価

三
帰
露
文
、
離
離
誓
願
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
脚

門
置
宗
派
・
都
道
府
県
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忌
㎜

仏
・
団
体
役
員
住
所
録
、

量
見
表
各
県
宗
教
法
人
網

藷
嬉
諜
難
他
…

臨
鮮
西
肇
了
…

五
壇
臨
誕
蕪
局
㎝

昭和48年11月1日

．
事
務
総
局
録
事
（
＋
月
）

二
日
四
日
九
日
十
一
日

＋
五
日

局
内
会
議

関
西
事
務
局
と
の
打
合

税
制
特
別
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

　
昭
和
四
＋
八
年
＋
一
月
一
日
発
行

　
十
一
月
号
　
第
一
九
二
号

十
七
日
　
全
日
仏
青
と
打
合
（
大
阪
）

十
八
日
　
全
日
仏
婦
第
二
十
回
記
念
大
会
に
出

　
　
　
　
席

十十十
八六二
日日日

二
十
九
日

発
行
人

編
集
人

黄
幸
手
万
福
寺
管
長
晋
山
式

局
内
会
議

三
重
県
仏
教
徒
大
会
（
鈴
鹿
）
に

出
席
税
制
特
別
委
員
会

嚇
布
孫
黒
血
行
所
財
団
法
人

故
鈴
木
大
拙
博
士
ご
奉
安
の
温
繋
像
（
江
戸
中
期
の
木
板
か
ら
摺
っ
た
も
の
）
の
美
術
複
製

浬
撃
図
を
頒
布
輩
n
月
皆
か
ら
頒
布頒布価格・幅・5・…円（解説付荷送共）

寸法一一縢遷躯：議題

　
こ
こ
に
お
頒
ち
す
る
浬
薬
王
は
、
財
団
法
人
松
ケ
岡
文
庫
所
蔵
の
板
木
に
よ
っ
て
摺
っ
た

も
の
を
、
上
質
の
鳥
ノ
子
紙
に
原
寸
大
で
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
し
、
仮
表
装
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
文
庫
は
故
鈴
木
大
拙
先
生
の
創
立
に
か
か
り
、
こ
の
板
木
は
先
生
の
多
数
の
蔵
書
と

共
に
御
存
命
中
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
す
。

　
板
木
は
江
戸
中
期
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
紀
州
辺
り
に
あ
っ
た
も
の
を
求
め
ら
れ
た
よ

う
に
承
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
大
き
い
板
木
を
摺
る
こ
と
は
今
日
で
は
不
可
能
に
近
い

の
で
、
今
回
、
松
ケ
岡
文
庫
の
益
好
意
に
よ
り
三
百
幅
だ
け
限
定
頒
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

申込先

宗
教
界
が

待
望
の
書

カ
ラ
ー

絵
は
が
き

　
　
　
〒
観
東
京
都
中
央
区
湊
ニ
ノ
十
ニ
ノ
十
五
　
一
世
館
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
ブ
デ
イ
ス
ト
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
（
〇
三
）
五
五
一
一
○
〇
九
四
・
○
〇
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
東
京
一
七
一
三
一
九
番

日
本
宗
教
大
鑑
畑
犠
D
豪
叢
価
ミ
○
○
○
円

イ
ン
ド
の
仏
蹟
轡
蕊
叢
誼
九
百
円

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

電
話
Ω
二
（
八
四
二
）
六
三
四
　
一
～
三

一一8
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